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研究成果の概要 

本課題は、高性能分子触媒による精密重合を基盤とする非可食の植物資源から分解・再利用

可能な高分子機能材料の開発、及びポリマーの選択的な結合切断と高効率物質変換によるファイ

ンケミカルズの合成法の開発に関する。2024年度は以下の主要な成果を得た。 

(1) 植物油とグルコースから誘導される非共役ジエン（10-ウンデセン酸とイソソルビド等からなる対

称型のジエステル）の非環式ジエンメタセシス重合で得られるポリエステルの定量的な末端官能基

化手法を確立した。得られるポリマーの熱物性は末端官能基の影響を受け、オリゴチオフェン末端

ポリマーフィルムでは特異な発光特性も観察された。ポリマーの結晶化挙動の高次構造解析（均

一な球晶形成がみられる）に取り組み、フィルムの動的粘弾性測定、機能評価（自己修復性等）、

疲労特性や耐候性評価にも着手した。同様の手法で合成した、植物油（10-ウンデセン-1-オール）

と各種アミノ酸とのコハク酸ジアミドからなるポリエステルアミドで調製したフィルムの機械特性は、

分子量やアミノ酸の種類に依存した。この種のポリマーではアルコール分解が定量的に進行した。 

(2) 各種ポリエステルの（酸・塩基フリー条件下での）アルコール分解を可能とする塩化鉄触媒を開

発した。廃衣料とアルコールとの反応では、ポリエステルの選択的ケミカルリサイクルが可能で、定

量的にジエステルを回収した。アミンとの反応では、アルコールとの反応より温和な条件下で、ジア

ミドを与えた。ポリマー改質およびアップサイクルに向けた固体触媒の開発に取り組み、ポリマーの

選択的 C–O/C–N 結合変換反応へと展開可能な Pt–Mo/TiO₂触媒や準安定相の ε-鉄炭化物（触

媒、再利用性や連続反応性に優れた高活性 ZrO₂担持リン化鉄（Fe₂P）ナノ粒子触媒を開発した。 
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